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「 ｿﾌﾄｳｴｱの新規ｲﾝｽﾄｰﾙ方法」

1. 概略

● 新規にｲﾝｽﾄｰﾙする場合は、次の手順で行います。

(1) USBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀ のﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙする。

→ USBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀ付属ののﾏﾆｭｱﾙをご覧ください。

※ ｲﾝｽﾄｰﾙ時にUSBﾎﾟｰﾄ毎にCOM番号(ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ番号)が確定します。
P4記載のｼﾘｱﾙ番号の調べ方でUSBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀをひとつづつ挿入してCOM

番号を調べてﾒﾓしておいてください。

(2) 新しいｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙする。

Fi燃料噴射ｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙします。方法は次のﾍﾟｰｼﾞに従ってください。

動力計のｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙします。動力計に関してはP3以降を参照してください。

※ ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが表示される場合がありますが無視して最後まで続けてください。

(3) ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ番号を設定する。

FiｼｽﾃﾑはFIｺﾝﾄﾛｰﾗとの接続のｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ番号を設定します。

動力計ｿﾌﾄｳｴｱには、動力計ｺﾝﾄﾛｰﾗとの接続のｼﾘｱﾙ番号とFIｺﾝﾄﾛｰﾗとの接続の

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ番号を両方設定します。

(4) USBDAQのｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙする。（USBDAQを使用している場合のみ）

P5の説明に従い、USBDAQｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

(5) USBDAQの設定をする。（USBDAQを使用している場合のみ）

P6の設定に従い、USBDAQの設定を行なってください。

※ 設定等がわからない場合、FCﾃﾞｻﾞｲﾝにお問い合わせいただくか、PCをFCﾃﾞｻﾞｲﾝまでお送りくだ
さい。ｲﾝｽﾄｰﾙ、設定をしてご返送させていただきます。

※ ｲﾝｽﾄｰﾙを行なおうとするPCに上記ｿﾌﾄｳｴｱの旧版がすでにｲﾝｽﾄｰﾙされている場合は、旧版を
ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙする必要があります。



p 2

Dynamo Application Manual DapPC 1.03.11g / Manual Version 1.04.01 / fc-design

α-N式の場合、SettingWorkbench******_00.msi をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸしてｲﾝｽﾄｰﾙを開始してください。(******

はﾊﾞｰｼﾞｮﾝ番号）

燃料噴射と動力計ｿﾌﾄｳｴｱがひとつのﾊﾟｯｹｰｼﾞになっている場合は「Fi燃料噴射ｼｽﾃﾑﾌｫﾙﾀﾞ」の「Alpha-
N」ﾌｫﾙﾀﾞに.msiﾌｧｲﾙが収録されています。

ｲﾝｽﾄｰﾙが始まりますので、画面の指示に従いｲﾝｽﾄｰﾙを行ってください。途中の項目は変更せず。「次
へ」のﾎﾞﾀﾝのみ押してください。

途中で右図のようなﾒｯｾｰｼﾞが表示されますが、表示されてもそのまま「OK」をｸﾘｯｸして継続してください。

※ ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが表示される場合がありますが無視して最後まで続けてください。

ｲﾝｽﾄｰﾙが完了しますと下記のようなｱｲｺﾝがﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ上に生成されます。

(注）お客様のﾊﾟｿｺﾝのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ、環境により、ｾｯﾄｱｯﾌﾟ中に再起動が必要となる場合がございますので、ｲ
ﾝｽﾄｰﾙの際には、使用中のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、ﾃﾞｰﾀを保存した上で終了させておいてください。

SWBのアイコン
（ｴﾝｼﾞﾝ回転速度計
のｲﾒｰｼﾞです。）

「 燃料噴射ｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙ」
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ｲﾝｽﾄｰﾙ方法

ｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙする手順をご説明します。

まず、PCを起動してCD-ROMをﾄﾞﾗｲﾌﾞへ入れ

てください。
CD-ROMの中身をｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗでみますと右図の

ようなﾌｧｲﾙが入っています。

ここで DapPc******.msi (******はﾊﾞｰｼﾞｮﾝ番号）

をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸしてｲﾝｽﾄｰﾗを起動します。

ｲﾝｽﾄｰﾙが始まりますので、画面の指示に従い
ｲﾝｽﾄｰﾙを行ってください。途中の項目は変更せ
ず。「次へ」のﾎﾞﾀﾝのみ押してください。

途中で右図のようなﾒｯｾｰｼﾞが表示されますが、
表示されてもそのまま「OK」をｸﾘｯｸして継続してく

ださい。

※ ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが表示される場合がありますが無視
して最後まで続けてください。

ｲﾝｽﾄｰﾙが完了すると右下図のように完了画面
が表示されます。「閉じる」をｸﾘｯｸして終了させて
ください。

同様の手順で順番に下記のﾌｧｲﾙをｲﾝｽﾄｰﾙして
ください。

・DapView.msi
・PrintType1.msi
・PrintType2.msi
・aDapEcuConfig.msi
・DapPhyEdit.msi

すべて完了すると、ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ上には右最下図の
ように3つのｱｲｺﾝが生成されます。

それぞれﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして正常に起動しているか、
更新の場合はﾒｲﾝ画面のﾀｲﾄﾙに表示されるﾊﾞｰ
ｼﾞｮﾝが前と変わっているかを確認して下さい。

「 動力計ｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙ」
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「ｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽについて」

本ｼｽﾃﾑではｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄとPCとの接続にｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽを使っています。高速なｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽはその仕様上、距離
を取ることができません。（本機の通信速度では1～1.5ｍ程度）

そこで、ｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽとUSBを変換するUSBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀを用いて延長を行っています。
USBの仕様では電源を持つUSBハブをはさまない限り5ｍとなっています。（電源機能のあるハブを介す場合、さらに延長可
能です。）

（※ 標準でこの仕様でない場合は延長するためには別途USBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀをお買い求めください。）

USBｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽはつなげるUSBﾎﾟｰﾄによってｼﾘｱﾙのﾎﾟｰﾄ番号が異なる場合がございます。使用するUSBｼﾘｱﾙｺﾝ
ﾊﾞｰﾀは常に同じﾎﾟｰﾄに差し込んでお使いいただきますようお願いいたします。

「ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ番号」

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄとPCとの接続に使うｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄの番号を変更するには、通
信が停止していることを確認し、ﾒﾆｭｰの「編集」→「通信ﾎﾟｰﾄ番号」をクリッ
クしてください。次の画面が表示されますので、該当番号にチェックを入れて
OKをクリックしてください。

ﾒﾆｭｰの「編集」→「通信ﾎﾟｰﾄ番号」
で設定画面が表示されます。

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ

※ 変更された通信ﾎﾟｰﾄ番号を調べる場合（接続したポートの番号がわか
らないときなど）は、ｽﾀｰﾄﾒﾆｭｰの「設定」→「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」から「ｼｽﾃﾑ」を
ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、ﾊｰﾄﾞｳｴｱのﾀﾌﾞの「ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬ」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてくださ
い。右図のような画面が表示されますので、ﾎﾟｰﾄ(COMとLPT）のツリーを展
開してください。USBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀを使用しているときは、その名前と番号が

表示されているはずです。

(8) 「その他」

該当する番号を入力
してOKをｸﾘｯｸ
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｢USBDAQのｲﾝｽﾄｰﾙ｣

新規にUSBDAQ（USB-1208FS）を追加する場合のｲﾝｽﾄｰﾙ方法をご説明します。なお、USBDAQは一台のPCに対し
て2台までしか接続できません。

(1) 動力計に関連する他のｿﾌﾄｳｴｱはすべて終了させてください。

｢ﾊｰﾄﾞｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙ｣

(2) USBDAQを空いているUSBﾎﾟｰﾄに接続してください。自動的にﾄﾞﾗｲﾊﾞがｲﾝｽﾄｰﾙされます。
ひとつのUSBDAQに対して、「ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｰｽﾃﾞﾊﾞｲｽが発見されました。」のﾒｯｾｰｼﾞが複数表示されﾄﾞﾗｲﾊﾞｲﾝｽﾄｰ
ﾙが行なわれます。

(3) 「新しいﾊｰﾄﾞｳｴｱがｲﾝｽﾄｰﾙされ、使用可能になりました。」のﾒｯｾｰｼﾞが表示されるとｲﾝｽﾄｰﾙは正常に完了です。

(4) 既に1台目のUSBDAQを運用中のPCに追加で接続した場合は次のｿﾌﾄｳｴｱｲﾝｽﾄｰﾙの項目は飛ばして、(13)から
の設定の項目を実行してください。

｢ｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙ｣

(5) MCC DAQ Softwear と書かれたCD-ROMをﾄﾞﾗｲﾌﾞにｾｯﾄしてください。

(6) 自動的にｲﾝｽﾄｰﾙが開始され.Net Framework 2.0 がｲﾝｽﾄｰﾙされます。

(7) 右図のﾌｫｰﾑが表示されます。お使いのPCに既に
Adobe Acrobat Readerがｲﾝｽﾄｰﾙされている場合は
AdobeReaderのﾁｪｯｸをはすしてください。

本ｿﾌﾄｳｴｱでは「TracerDaq」を使用しません。
これのﾁｪｯｸもはずしてください。
これに伴い、DirectX9のｲﾝｽﾄｰﾙも不要になります
のでこれのﾁｪｯｸもはずしてください。

ﾁｪｯｸをはずしたらInstallをｸﾘｯｸしてください。

(8) InstaCalのｲﾝｽﾄｰﾙが開始されます。案内に従い先に
進んでください。

(9) TracerDaqの画面が表示されます。指示に従いｲﾝｽﾄ
ｰﾙを完了してください。

(10) 英文ﾏﾆｭｱﾙのｲﾝｽﾄｰﾙ案内が出ますが特にｲﾝｽﾄｰﾙ
の必要はありませんでｷｬﾝｾﾙをｸﾘｯｸして進んでくださ
い。

(11) DirectXのｲﾝｽﾄｰﾙが始まります。指示に従いｲﾝｽﾄｰﾙ
して下さい。

(12) PC再起動のﾒｯｾｰｼﾞが出ますのでOKを押して再起動してください。
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｢USBDAQの設定｣

(13) Windowsのｽﾀｰﾄから
「すべてのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」 → 「Mesurement Computing」
→ 「InstaCal」をｸﾘｯｸしてください。

(14) 「InstaCal」ｿﾌﾄｳｴｱが起動します。

(15) 起動すると画面上には認識されたUSBDAQ
が表示されます。2台接続している場合は2台とも表示さ
れている事を確認してください。

(16) Board#0またはBoard#1と表示のあるところで右ｸﾘｯ
ｸしますと、選択項目が現れますので、Configureを選択
してください。

(17) Board Configuration の画面が表示されますので、
No. of Channnelsの項目が4 Differentialになっている事
を確認してOKをｸﾘｯｸしてください。

(18) 設定は両方のﾎﾞｰﾄﾞについて確認してください。

(19) InstaCalｿﾌﾄｳｴｱを終了します。

(20) 以上で設定は完了です。


